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１ 課題設定の理由  

宇和島では、宇和海の恵まれた自然環境を生かして魚の養殖が盛んに行われている。し

かし、養殖魚は刺身などに加工され、全国の食卓に届けられている一方、骨やウロコな

ど、食べることのできない部位、未利用部位として６５％が廃棄されている。東ら(2016)

によると未利用部位にはカルシウムやコラーゲン、遊離アミノ酸などが豊富に含まれてお

り、魚特有の生臭さの原因となるトリメチルアミンが含まれている(東ら,2016)。そこで含

まれている成分に注目し、成分を抽出し植物の肥料として与えることで成長を促進できる

と考え、この課題を設定した。 

 

２ 実験・研究の方法 

(1)  未利用部位の成分抽出について 

未利用部位を約 10 g 量りとりサンプル瓶に入れ，おそそ 30mL のエタノールを加

え、約 15 分超音波抽出を行った。その後加熱によりエタノールを蒸発させ、抽出濃縮液

１とした。エタノールの代わりに水を用いたものでも抽出濃縮液２を作成した。  

(2) 未利用部位加工によるアミノ酸の有無について  

 水 5 mL、水 5 mL と未利用部位の粉末、水 5 mL と抽出液三滴を入れ、ニンヒドリ

ン溶液(1 %)をそれぞれに三滴を加え、80 ℃で十分間加熱した。ニンヒドリンは、アミ

ノ酸に反応し紫色に変化するので、アミノ酸の有無について調べた。 

(3) 成分による成長変化 

 超音波抽出で成分の抽出をし、それを培地になる綿に数滴落としスプラウトの成長を

観察した。エタノールを溶媒に、未利用部位から成分をエタノールに溶かし加熱するこ

とでエタノールを蒸発させ、成分を濃縮した。  

 

３ 結果と考察 

(1)  未利用部位の成分抽出について 

   粘性の大きな液体を得ることができた。 

(2) 成分の解析 

  実験の結果を【表－１】に示す。 

【表－１】 アミノ酸の有無 

 

結果から、未利用部位の粉末にはアミノ酸が含まれているが、エタノール・水両方共に抽

出したものにはアミノ酸が含まれていないことが分かった。  

 

 ニンヒドリン反応 

水 5 mL  × 

水 5 mL と未利用部位の粉末 ○ 

水 5 mL とエタノールによる抽出液三滴 × 

水 5 mL と水による抽出液三滴 × 

【図―１】 
左；水、中；未利用部位粉末、 

右；エタノール抽出液添加の 

ニンヒドリン反応の結果 



(3) 成分による成長変化 

 培地に種を植えてから一週間後に、同じ条件下で育った物の中から最も成長した物の

長さを記録した。【表－２】に、測定結果を示した。 

    【表－２】抽出液添加による植物の伸長についてのまとめ 

抽出液を５０倍に薄めたものを 
無添加 2 mL 4 mL 

5 cm 5.2 cm 4 cm 

抽出液を５０倍に薄めたもの 
無添加 2 mL 3 mL 

12 cm 8.8 cm 8.9 cm 

水で抽出した抽出液を原液のまま 
無添加 2 mL 3 mL 

7.6 cm 5.8 cm 7 cm 

水で抽出した抽出液 
原液 2 mL 蒸発させていないもの 2 mL 

11.4 cm 11.6 cm 

未利用部位粉末 
無添加 土に混ぜる 上からかける 

4.2 cm 発芽せず 発芽せず 

 

 

【図－２】観察したスプラウトの一部 

 

４ まとめと今後の課題 

今回、抽出液を用いて植物の成長の変化を観察した結果、抽出液を加えなかった物と、

加えた物の差がはっきりと観察することができなかった。中には、加えなかった物の方が

よく成長している条件もあり、肥料として利用することができなかった。反省点として、

観察する際に温度や湿度など、周りの環境について考慮することができなかったことが反

省するべきだと思う。 

また、成分の解析の実験を通して成分を抽出する過程の中でアミノ酸が抽出できなかっ

たことが分かった。このことから、今の抽出方法では肥料としての効果があまり無かった

と分かった。 

今後の課題として、植物を成長させる際に周りの環境を考慮する、効果的な粉末の利用

方法を考える、スプラウト以外の植物でも実験することなどがあげられる。 
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 本研究で用いた未利用部位は，秀長水産株式会社様よりいただきました。この場を借りてお

礼申し上げます。 


